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1．はじめに

 〔1〕 去一次（1度行く）

 〔2〕 学一年（1年学ぶ）

 上の“一次”は動詞“去”の回数を，“一年”は動詞“学”の期間を表して

いる。前者は動量詞，後者は時量詞と呼ばれる。現行の中国語文法では，

これらの動量詞，時量詞を補語とするものと賓語とするものの2通りが行

われているが，補語とするものが主流である。いわゆる学校文法でも補語

としての説明が採用されている。

 それに対し，次の“一本”は誰もが認める賓語である。“一本”は名量詞

であり，動詞“X”の直接の対象であるからである。

 〔3〕 X一本（1冊買う）
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 本稿では，〔1〕〔2〕の“一次”“一年”を〔3〕の“一本”と同様に賓

語とすることについて述べ，動量詞，時量詞を含む文についての構文的分

析を行う。

2．補語

 動詞の後に置かれた動量詞と時量詞が賓語であることを述べるために，

ここではまず簡単に中国語の補語について見ていく。

 朱徳煕1982では，補語について「結果補語」「方向補語（1）」「“到”を用

いる補語」「可能補語」「状態補語」「程度補語」に分けている（2）が，これ

らは文法形式から見ると，朱徳煕1985にあるように大きく3っに分けられ

る（3）。即ち，1っは“写完”（書き終える）“洗干浄”（きれいに洗う）“前

出”（持ち出す）などのように，動詞や形容詞が動詞に直接結合したもの

で，「結果補語」「方向補語」「“到”を用いる補語」「程度補語」がこれに

当たる。2つめは“蝪言誤”（書き終えられる）“写不完”（書き終えられ

ない）のように“得”“不”を用いるもので，「可能補語」がこれに当たる。

3つめは“写得恨好”（書き方がとてもよい）“通雲不好”（書き方がよく

ない）のように必ず“得”を伴うもので，「状態補語」がこれに当たる。

そして，最初の1類は後の2っの類とは無関係ではなく，次のような変換

が可能なものが多い。

     写完 一→ 写得完，写不完（可能補語）

     洗干浄一→ 洗得干浄，洗不干浄（可能補語）

       一→ 洗得恨干浄（状態補語）

 朱1982，1985の補語は“得”“不”を用いるものと，“得”を用いる形に

変換できるものという明確な文法形式を持っている。

 筆者は補語について「結果補語」「方向補語」「可能補語」「状態補語」

の4っに分けることができると考えている。朱1982の言う「“到”を用い

る補語」については別に検討を要するが，概ね「結果補語」に入れること
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ができそうである。また，朱1982は「程度補語」として“好扱了”（実に

よい）“暖和多了”（ずっと暖かい）の“扱”“多”などを挙げているが，こ

れらは形式的には「結果補語」と同じで，「結果補語」の特殊なものとし

て扱えばよいと思われる。“扱”を用いるものでは不可能だが，“多”を用

いるものでは「状態補語」への変換が可能である。

     暖和多野 一→ 暖和得多（状態補語（4））

 いずれにせよ，“去一次”“学一年”の“一次”“一年置などの動填詞，卸

量詞を補語に入れるとすると，「動詞に直接結合した」補語ということに

なるが，これらでは「可能補語」や「状態補語」への変換は全く不可能で

ある。つまり，動量詞，時量詞は上に挙げた一般に補語とされているもの

と文法的共通点を持っていない。筆者が動量的，質量詞を補語としない理

由の1っはこの点である。

 しかし，動詞の後に置かれた動量詞，時量詞を補語とする文法書は多

い（5）。例えば，対月隼、播文娯、故ee 1983は補語仁ついて，華語と比較

しっっ次のように述べている（6）。

     朴梧是位干劫洞或形容凋后主要対劫洞或形容洞遊行朴充悦明的

     成分。墨然箕梧也位干零幸后，但引回呼買活的区別是明量的：

     ＃i吾一般表示呼買渉及的対象，因而大多数是名手性的；下学主

     開平対劫作加速朴充説明，炉開除数量朴源平，大多数是非名僧

     性的。（補語は動詞又は形容詞の後に置かれ，主に動詞又は形

     容詞に対して補充説明をする成分である。賓語も動詞の後に置

     かれるが，賓語と補語の違いははっきりしている。賓語は一般

     に動作の及ぶ対象を表すので，殆どが名詞性である。補語は主

     に動作に対して補充説明を加えるので，数量補語を除けば殆ど

     が非名詞性である）

 ここで言う「数量補語」とは本稿で扱っている動量詞，時量詞などを指

す。子等1983は，二等は名詞性，補語は非名詞性であり，「賓語と補語の

違いははっきりしている」としながら，補語は「数量補語を除けば殆どが
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非名詞性である」と述べて，「数量補語」の補語としての特異性を認めて

いるのである◎

3．賓語

 以上，動詞の後に置かれた動量詞，時量詞が一般に補語とされるものと

文法的な共通点を持たないことについて見てきた。以下では，これらの語

が賓語としての文法的性質を持っているかどうかについて見ていく。

 動詞の後に置かれた動量目，時量詞を賓語だとする文法書は多くない

が，例えば丁甲州等1961，朱1982，昌真1988（7）などがある。

 このうち，弓1988の説明が明快で分かりやすい。

 〔4〕 焉一篇（1編を書く）

 〔5〕 写一回（1回書く）

 〔6〕 写一天（1日書くく8））

 〔4〕の“一篇”は考量詞であり，誰もが認める賓語である。〔5〕の

“一�hは動量詞，〔6〕の“一天”は時量詞であるが，弓1988は次のよう

な理由で，〔4〕〔5〕〔6〕は同じ文法構造であり，“一回”“一天”も“一

篇”同様，動詞“焉”の賓語であるとしている（9）。

 動詞の後に“了”を置くことができる。

 〔7〕 写了一篇（1編を書いた）

 〔8〕 写了一回（1回書いた）

 〔9〕 写了一天（1日書いた）

 動詞の後に“這”を置くことができる。

 〔10〕 写迂一篇（1編を書いたことがある）

 〔11〕 写迂一回（1回書いたことがある）

 〔12〕 写迂一天（1日書いたことがある）

 名量詞，動国詞，時誓詞の後に名詞を置くことができる。

 〔13〕 写一篇評詑（1編の評論を書く）
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 〔14〕 Zi一一回評槍（評論を1回書く）

 〔15〕 写一天評詑（評論を1日書く）

 名量詞，動量詞，時量詞を文頭に出して，同じ構文を作ることができ

る。

 〔16〕 一篇也没有写（1編も書かなかった）

 〔17〕 一回也没有写（1回も書かなかった）

 〔18〕 一天下特有写（1日も書かなかった）

 動詞の後の名量詞を誰もが賓語と認めるのは，名量詞が動詞の直接の対

象だからである。名量詞“一篇”には，明示されていなくても“一篇評詑”

“一ﾑ文章”などの意味が含まれている。一方，“一回”“一天”は動詞の直

接の対象ではなく，動詞の表す動作行為の回数や期間を表している。しか

し，文法形式として，上に挙げたような共通点がある以上，〔4〕〔5〕

〔6〕の“一篇”“一回”“一天”は同じ文法成分と考えざるを得ない。動詞

の後の動量詞，時量詞を賓語ではなく，補語とするのは動詞との意味関係

に引きづられているのである。やはり，これらは特牛と考えるべきであろ

う。朱1985にも次のようにある（10）。

     把這一美格式放到述朴錯杓里去的唯一的理由是悦：后芸的表示

    劫量和吋量的洞田子意又上三三充前逸四劫洞的。（この類の形

     式を「述語＋補語」構造に入れる唯一の理由は，後の動作量と

     時間量を表す語が意味の上で前の動詞を補っていることである）

 上にある「この類の形式」とは「動詞＋動量詞」「動詞＋時量詞」を指

すが，朱1985は，文法構造から考えて，これらの動量詞，時量詞は補語

ではなく，賓語であると述べている。

4．名量詞との違い

次の例は，名田詞，動量詞，時量詞の後に名詞を伴ったものである。3

に挙げた！射988の〔13〕〔14〕〔15〕に相当する例である。
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 〔19〕 Pt一一本弔（1冊の本を買う）

 〔20〕 去一次中国（中国に1度行く）

 〔21〕 学一年記瀟（中国語を1年学ぶ）

 〔19〕の名量詞“一本”は後の名詞“彩”を修飾している。つまり“一本”

は“弔”の定語である。名詞を修飾することが名忌詞の主要な機能である。

“本”は本などの冊数を数える量詞で，単に“一一本”とだけ言っても，“一

本＝IS ”“一本奈志”などの意味が含まれている。“莱一本”の“一本”を誰も

が賓語と認める所以である。

 〔19〕〔20〕〔21〕がすべて同じ文法構造であるとすれば，〔20〕〔21〕の

動量詞“一次”，時量詞“一年”も後の名詞“中国”“双活”の定語というこ

とになるが，果たしてそうなのだろうか。3で検討したように，動詞の後

に置かれている名量詞，動量詞，時量詞はすべて賓語と考えるのが適当で

あるが，動忌詞と時量詞が名量詞と同様，名詞の定語となれるかどうか

は，また別の問題である。

 朱1982は，〔19〕〔20〕〔21〕において次のような変換が可能なことを根

拠にして，〔19〕の“一本”同様，〔20〕〔21〕の“一次”“一年”も“中国”

“双悟”の定語であるとしている（11）。

 〔22〕 一本弔也没契（1冊の本も買わなかった）

 〔23〕 一次中国也没去（1度の中国も行かなかった）

 〔24〕 一年双高温没学（1年の中国語も学ばなかった）

 確かに，〔23〕〔24〕の“一次”“一年”は“中国”“双酒”の定語であると

考えざるを得ない。構造的に見て，次の分析法以外あり得ないからであ

る。

     一本弔／也没叉

     一次中国／也没去

     一年双梧／也没学

 従って〔20〕〔21〕の“一次”“一年”も“中国”“双三”の定語である場

合は必ずあるはずである。この場合には〔20〕〔21〕は〔19〕と同様，次



一111一

のように分析される。

     叉／一本弔

    去／一次中国

    学／一年双梧

 “去／一次中国”では不可能だが，“学／一年双梧”では“的”を加えて

“学／一年的双梧”のように言うこともできる。“的”は“一年”が“双酒”

の定語であることの標識となっている。

 しかし，〔19〕と〔20〕〔21〕の変換では次のような違いも存在する。

 〔25〕 ＊莱弔一本（12）

 〔26〕 去中国一次（中国に1度行く）

 〔27〕 学双梧一年（中国語を1年学ぶ）

 〔28〕＊一本也没要需

 〔29〕 一次也没去中国（1度も中国に行かなかった）

 〔30〕 一年也下学三二（1年も中国語を学ばなかった）

 また，次のような問いに対する答えでも違いが現れる。

 〔31〕 弥呉了几本四？（あなたは何冊の本を買いましたか）

 〔31〕' 一本。（1冊）

 〔31〕” 一本弔。（1冊の本）

 〔32〕 侮去了几次中国？（あなたは中国に何度行きましたか）

 〔32〕' 一次。（1度）

 〔32〕”＊一次中国。

 〔33〕 侮学了几年双語？（あなたは中国語を何年学びましたか）

 〔33〕' 一一年。（1年）

 〔33〕”＊一年双活。

 〔25〕〔28〕においては，名量詞とその後の名詞は切り離すことができ

ない。それに対し，〔26〕〔27〕〔29〕〔30〕からは，動量詞，時量詞とその

後の名詞は自由に切り離すことができることが分かる。また，〔31〕”の

“弔”は情報としては不必要であるが，現れても一向に差し支えない。し
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かし，〔32〕”の“中国”，〔33〕”の“双晶”は現れると不成立，もしくは極

めて不自然である。以上のことから，“一本”と“弔”の結合力は強いが，

“一氈hと“中国”，“一年”と“双語”の結合力は弱いことが分かる。

 “一次”“一年”がそれぞれ“去”“学”の賓語であり，かつ“一次”と

“中国”，“一年”と“双語”の結合力が弱いことから，〔20〕〔21〕は次のよ

うな分析も可能なのではないだろうか。

    去一次／中国

     学一年／双梧

 いや，〔32〕”〔33〕”が成立しないことから考えて，一般にはむしろ上

のような分析の方が自然に思われる。

 次にもっと明瞭な例を挙げる。

 〔34〕 我看辻一次這'卜亀影。（私はこの映画を1度見たことがある）

 〔35〕 上品研究了一年急祥教留学生最合這。（私たちはどのように留

     学生を教えたら最適かを1年検討した）

 上例では次のような変換は不可能である。

 〔36〕＊一次這介屯影也没看辻。

 〔37〕＊一・年悪高教留学生最合這也没研究。

 〔34〕の“這介屯影”は指示詞“速介”を伴った名詞句である。また，

〔35〕の“急祥教留学生最合這”はそれだけで文となり得るものである。

〔36〕〔37〕が不成立であることから，“一次”“一年”が“這介亀影”“急祥

忌留学生最合這”の定詰となり得ないことが分かる。〔34〕〔35〕の述部も

やはり次のように分析すべきである。

     看迂一次／達ノト亀影

     研究了一年／念三教留学生最合這

 これらは「動詞＋動二二」「動詞＋時量詞」全体が賓語を取っており，

動量詞と時量詞自身も動詞の賓語であるから，いわゆる「二重畳語文」と

考えられる。
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5．動量詞

 1っの文の中に動二心と賓語が同時に現れる場合，その語順については

一般に次のようなことが言われている。

 ①二二が普通名詞の場合，「動詞＋動量詞＋二二」となる。

 ②賓語が代詞の場合，「動詞＋賓語＋動量詞」となる。

 ③賓語が人名，地名の場合，①②の2通りの語順が可能。

 これらの規則の文法的根拠を示すことは極めて難しいように思われる。

また，②に合わない“我去辻一次那几”を成立すると言う中国人も存在す

る。これらの文法的根拠については今後の課題とし，ここでは誰もが成立

すると見なす例の文法構造を検討していくことにする。

（38）

（39）

（40）

（41）

（42）

（43）

（44）

（45）

我二二一次亀影。（私は1度映画を見たことがある）

我二三一次京西。（私は1度買い物をしたことがある）

我見這他一次。（私は彼に1度会ったことがある）

我高道三島一次。（私はそこに1度行ったことがある）

我見迂一次李先生。（私は李さんに1度会ったことがある）

我二二李先生一次。（〔42〕に同じ）

我二二一次中国。（私は中国に1度行ったことがある）

忌引迂中国一次。（〔44〕に同じ）

 これらの例文はすべて上に挙げた①②③の語順に合致している。〔38〕

〔39〕が①の例，〔40〕〔41〕が②の例，そして〔42〕～〔45〕が③の例であ

る。以上の例文の述部を4で述べたことに基づき分析していく。

 〔38〕〔39〕では次のような変換が可能である。

 〔46〕 一次屯影也二二迂。（1度の映画も見たことがない）

 〔47〕 一次奈西也没契たt。（1度の買い物もしたことがない）

 〔46〕〔47〕の“一次”は“屯影”“奈西”の定語となっている。従って，

〔38〕〔39〕の述部は次のような分析が可能である。

    看迂／一次屯影
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     四壁／一次奈西

 しかし，4で述べたように，〔38〕〔39〕は「二重賓語文」として次のよ

うにも分析できる。一般にはこの分析の方が自然である。

     看迂一次／胞影

     契迂一次／奈西

 “砲影”“奈西”が“達介”“那介”などの指示詞を伴うと，「二重賓語文」

としての分析はより明瞭なものとなる。“一次”が“二二屯影”“那介奈西”

の定語とはなり得ないからである。

     看辻一次／這介電影

     柔迂一次／那介京西

 〔40〕〔41〕は間違いなく「二重賓語文」として次のように分析される。

     JnL iS他／一次

     去辻那几／一次

 〔42〕〔43〕において次のような変換の成立，不成立を見ると，“一次”

は人名の定語とはならないことが分かる。

 〔48〕＊一次李先生也没見たt。

 〔49〕 一次円円見四丁先生。（1度も李さんに会ったことがない）

 〔42〕〔43〕はともに「二重賓語文」として次のように分析される。

     Ln is一次／李先生

     児野際先生／一次

 〔44〕が次のような2通りに分析されることについては既に4で述べ

た。また，後者の分析の方がより自然であることについても述べた。

     去違／一次中国

     去迂一次／中国

 前者の分析が可能であることから，“一次”は地名（国名）の定語には

なり得ることが分かる。

 〔45〕は間違いなく「二重賓語文」として次のように分析される。

     去迂中国／一次
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6．時量詞

 ここでは1つの文の中に時量詞と賓語が同時に現れる場合について見て

いく。

 〔50〕 我学了一年双モ吾。（私は中国語を1年学んだ）

 〔51〕 我看了一介小当屯視。（私はテレビを1時問見た）

 上の例は5で挙げた①に対応する「動詞＋時量詞＋賓語」という語順に

なっている。これらの述部は次のような2通りに分析される。このことに

ついては既に4で述べた。

     僧号／一年双酒

     学則一年／双漂

     塁上／一介小吋亀視

     塁上一介小吋／中絶

 それぞれの前者は時量詞“一年”“一介小吋”が“双語”“亀視”の定語と

なっている場合の分析で，後者は「二重賓語文」としての分析である。後

者の分析の方がより自然であることについても既に述べた。

 賓語が代詞の場合の語順は「動詞＋賓語＋時仁丹」となる。これは5で

挙げた②に対応する。

 〔52〕 我等侮一会几。（私はあなたをしばらく待つ）

 〔53〕 我等了他三年。（私は彼を3年待った）

 〔52〕〔53〕の述部は間違いなく「二重賓語文」として次のように分析

される。

     等称／一会几

     等了他／三年

 賓語が人名の場合は，「動詞＋時量詞＋賓語」と「動詞＋賓語＋時量詞」

の2通りの語順が可能である。これは5で挙げた③に対応する。

 〔54〕 我等一会几小李。（私は李さんをしばらく待つ）
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 〔55〕 我等小李一会几。（〔54〕に同じ）

 “一会几小李”は成立しない。“一会几”は人名の定語とはならない。

〔54〕〔55〕はともに「二重華語文」として次のように分析される。

     等一会几／小雛

     等質李／一会几

 実は，〔54〕〔55〕はともに次のように変換することはできない。

 〔56〕＊一会几小童発現有等。

 〔57〕＊一会几也没骨等小罪。

 〔57〕が成立しないのは，“一会几”には“一”が含まれているが「しば

らく」という時間的幅を持った語で，「少しも……しない」という表現に

合わないからであろう。

 次の例を見てみよう。

 〔58〕 我学弄草一年了。（私は中国語を学んで1年になった）

 〔59〕 我事北京一年了。（私は北京に来て1年になった）

 これらの述部の語順は「動詞＋賓語＋時量：詞」となっているが，賓語は

代詞ではない。つまり，5で挙げた②の条件を満たしていない。また，

“北京”は地名であるが，“双脚”は普通名詞である。つまり，〔58〕は③の

条件を満たしていない◎

 〔58〕と次の例文ではどのような違いがあるのだろうか。

 〔60〕 我学了一年双i吾。（私は中国語を1年学んだ）

 〔61〕 我学理一年双梧了。（私は〔今までに〕中国語を1年学んだ）

 〔60〕は既に取り上げた例文で，述部は「動詞＋時量詞＋賓語」となっ

ている。この“学了一年双三”は「中国語を学ぶという動作行為を1年間

持続させた」という意味を表している。〔61〕は文末にもう1っ“了”が

付いているが，この“了”は“学了一年双調／了”のように述部全体に付

いているのであり，「現在まで，中国語を学ぶという動作行為を1年間持

続させた」という意味を表している。

 それに対し，〔58〕は「中国語を学び始めて1年が経過した」という意
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味である。また，〔59〕も同様，「北京に来てから1年が経過した」という

意味を表す。〔58〕〔59〕の“一年”は動作行為の持続した期間を表してい

るのではなく，動作行為の開始後，又は完了後から現在までに経過した期

間を表しているのである。〔59〕において次のような変換が成立しないの

は，「来る」という動作行為は一瞬にして完了するものであり，持続性を

持たないからである。

 〔62〕＊我未了一年北京。

 〔63〕＊我来了一年北京了。

 〔58〕〔59〕の“一年”はどのように扱えばよいのだろうか。刈等1983

はこのような“一年”も補語だとしている（13も本稿では動詞の後に置かれ

た丈量詞を補語としない立場を取っているが，それではこれらの“一年”

は実語なのだろうか。

 「中国語を1年学んだ」「中国語を1年学んだことがある」と言う場合

には“学陸路一年”を用いることはできない。

 〔64〕＊我学了双僚年。

 〔65〕＊禅学迂双梧一年置

 “学双落一年”“来北京一年”は末尾に“了”を添えて〔58〕〔59〕のよう

な文を作ることができる他，次のような文を作ることができる。

〕
〕
〕
〕
〕

ρ
0
ワ
5
8
0
σ
0

だ
0
農
U
ρ
0
だ
U
ワ
4

〔
〔
〔

〔
〔

（71）

我米山語巳経一年了。（私は中国語を学んで既に1年になった）

我来北京建軍一年了。（私は北京に来て既に1年になった）

我学双語快一年了。（私は中国語を学んでもうすぐ1年になる）

凶弾北京快一年了。（私は北京に来てもうすぐ1年になる）

我学双垂雪不到一年。（私は中国語を学んでまだ1年にならな

い）

我来北京迩不到一年。（私は北京に来てまだ1年にならない）

 上の“已経一年了”“快一年了”“迩不到一年”はこれだけで1っの述部

となり得る。〔66〕～〔71〕は2っの述部からなる「連述構造（14）」の文で

ある。例えば〔66〕〔67〕の述部は次のように分析される。
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     学双梧／漏壷一年了

     来北京／已経一年年

 “学皇霊”“来北京”と“已E一年了”は「動詞＋蜜語」構造ではなく，

2っの述部からなる「連述構造」である。同様に，〔58〕〔59〕の述部も

「連述構造」として次のように分析される。

     学双活／一年了

     来北京／一年了

 “一年了”は「1年になった」という意味で1っの述部になり得る。

 次の例も「連述構造」の文である。

 〔72〕 我伯結婚十年了。（私たちは結婚して10年になった）

 〔73〕 我大学隼並三年了。（私は大学を卒業して3年になった）

 “結婚”“単』ζ”はこれで1っの動詞とされているが，どちらも「“姑”＋

“婚”」「“隼”＋“並”」のように「動詞＋子壷」から構成されている。ま

た，意味的にも一瞬にして動作行為が完了し，持続性を持たない。

     結婚／十年了

     大学訟訴／三年了

7．おわりに

 以上，動量詞，時晶出を含む文ltついての構文的分析を行ってきた。本

稿では，動量詞，時量詞を殆どの場合，賓語としたが，ただ6の最後に述

べたように「動詞＋点語＋時量詞」のあるものは「連述構造」として分析

した◎ここでは「連述構造」として分析される文についての若干の補足を

加え，また数量土語と呼ばれるものについての私見を述べる。

 6で「動詞＋賓語＋時量詞」のあるものを「連述構造」として分析した

が，次の例では賓語がなく，「動詞＋時量詞」となっている。

 〔74〕 他死了十年了。（彼が死んで10年になった）

 〔75〕 他寓升了五天了。（彼が去って5日になった）
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 動詞“死”“三升”は一瞬にして動作行為が完了し，持続性を持たない。

これらもやはり「連述構造」の文ととらえるべきであって，“十年”“五天”

は動詞“死〔了〕”“高張〔了〕”の賓語ではない（15 ）。

 次の例は二義性を持つ。

 〔76〕 試走了五天了。（彼が去って5日になった，彼は5日間歩き続

     けた）

 〔77〕 正看了一年了。（私が見てから1年になった，私は1年間一続

     けた）

 〔76〕の“走”が“寓升”と同じ意味で使われている場合には，「彼が去っ

てから5日が経過した」という意味になり，〔76〕は「連述構造」となる。

しかし，“走”には「歩く」という持続性を持つ動詞としての用法もある。

この場合には“五天”は動詞“走〔了〕”の賓語となる。

 〔77〕の“看”は持続性を持つ動詞だから一般には「1年間見続けた」

の意味になりそうであるが，「見終わってから10年が経過した」という意

味も表し得る。次の例ではその違いがはっきり現れている（1％

 〔78〕 古本弔一遇一年了，一得固太清楚。（この本は見てから1年たっ

     たので，余りはっきりと覚えていない）

 〔79〕 遠本B看了一年歯，献血看病。（この本は1年間読み続けてい

     るが，まだ読み終わっていない）

 “膏雨一年了”は，〔78〕の意味の場合は「一二構造」であり，〔79〕の

意味の場合は“一年”は動詞“看〔了〕”の賓語となる。

 また，朱1982では，次のように形容詞の後に置かれた“一点几”“一百

倍”などを数量西語と呼んでいる（1窩

 〔80〕 軽一点几（ちょっと軽い）

 〔81〕 好一百倍（100倍いい）

対等1983は，これら形容詞の後に置かれた名山詞も補語だとして次の

ように述べている（18）。

    比較数量朴梧是指用在形容洞后表示比較的錯果的朴活。数量朴
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     酒渾名量洞充任。……劫洞后的名論洞即席悟，不滅朴濟。（比

     較数量補語とは形容詞の後に用いられて比較の結果を表す補語

     を指す。数量補語になるのは名量詞である。……動詞の後の名

     量詞は論語であって，補語ではない）

 「動詞の後の名量：詞は賓語であって，補語ではない」という一文には何

ら問題がない。これは誰もが認めることである。しかし，刈等1983が

「動詞＋賓語」として挙げる次の〔82〕と，形容詞“多”を用いた〔83〕

にはどのような構文上の違いがあると言うのだろう。

 〔82〕 増加了一百名。（100名増えた）

 〔83〕 多了一百名。（100名増えた）

 形容詞の後に置かれたこれらの語もすべて賓語と考えるのが妥当であろ

う。また，次の例の￥一介”“丙介”も，述語的性質を持った語句の後に置

かれた方量詞であり，かっ暗語以外の成分とする理由が見つからないので，

賓語とすべきではないかと，筆者は今のところ考えている。

 〔84〕 多少tt一一一一Al？（1ついくらですか）

 〔85〕 三面豊島介。（2っ3元です）

注

（1）原文は“回向朴酒”。

（2）126～138頁。

（3）49～51頁。

（4）意味的には“暖和得多”も「程度」を表している。

（5）例えば，張静1980，胡裕桝1981，対月隼、証文娯、故tU 1983，山鳥1985，

 黄伯東、屡序家1985など。

（6）329頁。

（7）実は同書に先立っ一4真1981では補語として扱われている。このことからも

 動：量詞，時量詞の文法的扱いの難しさがうかがえる。

（8）日本語では「1回を書く」「1日を書く」とは余り言わない。日本語訳は
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 あくまでも参考のために添えたものであり，中国語の文法構造とは関係がな

 い。その他の例についても同様。また，敢えて不自然な日本語訳を添えた例

 もある。

（9）62頁。

（10）51頁。

（11）51頁及び117頁。ただし，例文は異なる。

（12）＊を施した例は成立しないことや，分析が誤っていることを示す。

（13）382～383頁。

（14）1っの主語に対して複数の動詞〔句〕が連用される文を一般に，連動式文

 と呼ぶが，ここでは“門経一年了”などが動詞〔句〕ではないので，朱1982

 の“達一結杓”を「連述構造」と訳して使用した。

（15）このような分析法については，ごく簡単にではあるが，対助宇1988に見ら

 れる。

（16）この意味の違いについての指摘は隊平1988にもある。

（17）116頁。

（18）384頁。
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